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１　はじめに
　１－Ａ編集局，僕たちも附属中紹介新聞作成に挑む！
　小学６年生に向けて附属中学校の紹介新聞を附属中１
年生が発行するようになって４年目。思いと事実を伝え
るために先輩達はどんな工夫をしてきたのだろう。様々
な媒体から気づいた学びを活かして，自分たちも新聞作
成に挑む！取材する中で生まれた伝えたい思いが，果た
して小学生に伝わるのだろうか。正確に伝える表現方法
を探っていく。
　「コミュニティは，コミュニケーション活動を通して
はじめて形成されていく。しかし，コミュニケーション
活動は，コミュニティなしには成立し得ない。」入学間
もないこの時期，コミュニティはまだ出来ておらず，コ
ミュニケーション活動を通して学ぶことは困難を伴うも
のである。だが，何はともあれ，まずはやってみること
である。よく似た記事内容の新聞を発行したいと考える
子どもたちで集まり編集局を立ち上げ，意見を交流する
中で記事内容や文章を練り合い，新聞を発行することを
目指して学習する。これからのコミュニティをつくりあ
げる第一歩となると考える。
２　学びのストーリー
（1） 小学６年生に，附属中学校を紹介する新聞を発行
しよう。
①作るんじゃなくて発行する!?誰に向けて？
　僕たち新聞を売りたい！（第１時～第２時）
教師： みんなは，地元の中学校じゃなくてなんで附属中を志
望してきたの？
生徒：お姉ちゃんがいて，楽しそうだったから。
生徒：ここでしかできない体験ができそうだと思って。
教師：これからどんなことしていくんだろうね。
生徒：先生！なんでバスケ部ないんですか？
教師： 誰に聞くとわかるかな？知りたいことがあったら，誰
に聞くとわかるかなって考えるといいね。何で今こん
な話をするかというと，附中紹介新聞をつくるからだ
よ。『附属中を紹介する新聞をつくろう』じゃなくて
……
生徒：発行しよう！
教師：誰に向けて？
生徒：みなさん！他の学校の人！小6！
生徒：えっ！他の人に見られるんですか？
生徒：発行するんだもの。
生徒：じゃあ，売りましょうよ！
教師：えっ！？
　調査活動を行いそれに基づいた記事を書いて欲しいと
いう思いから，「新聞をつくる」だけがねらいではない
ことを子どもたちに意識して欲しいと私は思っていた。
ところが，子どもたちの発した「新聞を発行する」とい
う言葉は，「作った新聞を売る」という発想をもたらした。
売ることなど全く考えもしなかった私は戸惑ったが，そ
れだけよいものをつくろうとしているのだと感じ，子ど
もたちの思いを聞くことにした。
教師： お金をもらうということは，その代わりに何か価値を
提供するんだよね。何だろう？
生徒：情報！（3，4人の声）
生徒：入試の過去問とか載せよう！みんな探すんです。
生徒：新聞だぞ！
生徒：福井新聞「中学生セミナー」みたいに載せたら？
　自分が知りたかったことを伝えようとしているのがわ
かる。紙代等コストについてもふれていた。具体的に新
聞発行をイメージし始めているのを感じる。個人情報満
載になるであろう新聞を来校者に売っていいのだろう
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　子どもたちは，新聞という伝達手段を使い「小学６年生に附属中学校を紹介しよう」という思いを言葉
に表現することを目指し，探究学習をはじめる。まず，「附中について知らせたいこと」「附中について自
分が知りたいこと」をウェビングマップで表す。そのアイディアを基に，事実と思いが伝わる新聞発行を
目指して探究が始まる。幾度も編集会議を重ねて作成された新聞は，文化祭の学校公開の時に掲示される。
この記事を読んだ小学６年生が，附中を詳しく知り，興味を持ってくれることを楽しみに書かれるのであ
る。独自の新聞社名を付けた世界でひとつの新聞は，発行できる水準まで練り上げることができるのだろ
うか。探究学習の第一歩にもなると考える。
キーワード：伝え合う，自分の思い，伝わる表現，発想，構想
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か。しかし，子どもたちは「売る」という行為に意欲的だ。
　迷った私は，売ることについては即決しないで，新聞
をつくりながら子どもたちと一緒に「新聞を売るとどん
なことが起きるのかを考えていこう」と思った。子ども
たちが「情報を発信する」という行為について考える中
で，情報を伝える他者を意識でき，情報の影響について
も考えられるのではないかと思ったからである。
　まず，小グループで４切り大のケント紙片面の新聞を
作ることを告げた｡ そして，ウェビングマップを使って
「附属中学校の紹介したいこと」「知りたかったこと」「知
りたいこと」を個人で表出させることから始めた。（図
１と，図２の上部）
図１．「美未」のウェビングマップとアイデア
　「新聞を売る」ことのプラス面とマイナス面について
も話し合った。プラス面では「お金が手に入る」「附中
のイメージＵＰ」「多くの人が情報を手に入れられる」，
マイナス面では「個人情報の流失」「肖像権や著作権の
侵害」等が話題に上った。
生徒：先生！附中のＨＰは古すぎる。2007年でしたよ。
生徒：昔のことはもうすでに知っています。
教師： 更新しなきゃね。ここに書いてある「著作権の侵害」っ
て何？
春貴：人がつくったものを勝手に使うこと。
教師：例えば？
生徒：漫画，絵，写真，記事。
教師： 作品が出来るまでの努力や過程が大切にされるという
ことね。
　情報の価値について学び合うことができた。子どもた
ちの中に自分たちで調査して新聞をつくろうという思い
が強くなっていくのを感じる。
②附属中について紹介したいことは？（第３時）
　ウェビングマップをみながら付箋紙（1.5×5，一人
100枚配布）に「紹介したいこと・知りたいこと・調べ
たいこと」を具体的に書いていった。付箋を貼るうちに
アイディアがつながって浮かび，みるみるうちに紙が埋
まっていく子，５枚ほど書いて手が止まっている子，様
子は様々である。（図1.2.下部）席が近くの子と見せ合
いながら，アイディアを交流している。
　図２．「浩介」のウェビングマップ
浩介：何書くかわからない。
教師： 「行事」から「文化祭・体育祭・合唱祭」と３つも出
てるね。例えば文化祭でもっと知りたいことは？
浩介：どんなことをするのかわからないから…。
教師： じゃあ「どんなことをするのだろう」で１枚カードだね。
浩介：あ，そうなんだ。
教師： 共通することはないか考えて付箋紙をグループにまと
めてみよう。
生徒： 今からでも，付箋に思いついたこと書いてもいいです
か。
　自分が興味を持っていることがなんなのか，グループ
化することを通して子どもたちは認識でき，あまり書け
なかった子は，気づきを見つけることができたようだっ
た。そして，深く丁寧に調査するために調べたいことを
１つから２つ選ぶよう告げた。
教師： 調べたいことが同じ子で，グループを作ります。興味
が同じだと新聞づくりが進むと思うので。
（2）編集局，新聞発行に向け，活動中。
①編集局を立ち上げる。（第４時）
生徒：もう今日書くんですか？
春貴：調査はどうなんの？
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生徒：あっ，そっか。
教師： 先生がグループ分けしてきた紙を配りますね。どこに
座るかも書いてあるので見てください。
生徒：本音を言うと俺一人で書きたいな。
生徒： 似たテーマで集めたのか。勉強以外の部活のことも書
きたかったな。
教師：班で工夫すれば書けるよ。
　子どもたちは，編集局名，編集長を決め，どんな新聞
をつくろうと思うのか「考えや思い」をメンバー内で確
認した。４年前行った実践の時と比べて子どもたちは，
新聞社名を決めることにこだわり，なかなか進まない。
　ここからは，思ったことを自然に発言できる春貴と，
「何書くかわからない」と話していた浩介のいる『Ｃ
(Culture)んぶん』編集局の学びの姿を追っていく。この
グループは４人がそれぞれ個性的なウェビングマップを
書いている。春貴は，ウェビングマップの付箋紙に「生
徒が学校をつくる，生徒の自主性の尊重」等，兄が附属
中に在籍しているためか学校の方針について触れる内容
の言葉を書いていた。浩介は「何をするのか，いつする
のか，どうちがうのか」等，すべてが疑問であった（図２）。
美未は，日常の実感からか「みんなで，楽しい」という
言葉をウェビングマップにたくさん書いていた（図１）。
ただ「カルチャー教室」だけは四角で囲み「まだやって
ないから分からない！」と書いている。この編集局の名
前が『Ｃ(Culture)んぶん』とついたのはここからだろう
か。悠子は「合唱祭―どんな歌―『手紙』―何でそれに
なったのか」等，自分の興味を素直に表現している。
②編集会議，どんなことをどうやって調査する？（第５時）
教師：どんなことを調査したらいいのかな？
　　　１枚の付箋に１つのことを書きましょう。
　編集局をつくり，付箋（5×７，班に100枚配布）に各々
が書いていった。
教師： みんな！『The ★部活動』編集局が行っているみた
いに，付箋に書いてある同じ内容のもの同士を合わせ
てみましょう。
教師： 自分たちが調べたい情報をキャッチするためにどんな
調査方法がいいですか？
生徒：先輩に聞く！ビデオを見る！
　『Ｃんぶん』編集局は，「発表について，学校外の人に
関すること，合唱祭について，音ドラについて，常識的
なこと，終わった後，広報について，その他」の項目に
付箋を分けた。調査方法は，「過去の記録ＤＶＤをみる」「兄
弟に聞く」「インタビューする」というものだった。
表１．「附属中について知らせたいこと」「附属中について自分が知りたいこと」とグループ分け
『Ｃ（Culture）んぶん』編集局　編集会議中
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③編集会議，これからどう進めていく？（第６時）
　私は，探究学習を進めていく上で，途中での報告会の
重要性をいつも感じていた。まず，自分たちの考えを整
理することができる。各々が違う視点で新聞を書くのだ
が，新たな気づきをもたらし，参考になることが多い。
それゆえ，報告会の後の編集会議は具体的内容が話され
ることとなり，学びの質の高まりを感じることが多いの
だ。
教師：他の編集局のことを知りたくない？報告会をしない？！
生徒：嫌です。パクリたくなっちゃうから。（口々に）
教師：えっ！……！？
春貴：影響を受けちゃう。
生徒：他の班がすごかったりするとやる気が下がっちゃう。
教師：どっちが新聞の質が高められる？
（「報告会をしたい」４人，「したくない」36人）
教師： では……報告会は止めましょう。驚きです。せめて教
科書の「発見したことを伝えよう」の部分をお隣さん
と工夫して読んでください。
私は不安になり，具体例を入れて伝えることのよさを記
してある教科書に載っている「スピーチ原稿」を読むこ
とを子どもたちに要求した。後に出来上がった新聞を見
ると，新聞なのに６年生に話しかけるような文体で書か
れたものが多いのは，ここでの読み合わせが影響してい
るのだろうかと反省した。
　
教師： さっきのみんなの意見を聞いて考えたんだけど，テー
マを「附中紹介新聞を発行しよう」から「附中紹介新
聞作成に挑む！」に変えましょう。
生徒：さあ書くぞ。やっとここまできた。
教師：四つ切大のケント紙ってこんなのです。
　　　（新聞の台紙を見せる）
生徒：わーー思ったよりでかかった。書くぞ！
教師：書く前に何をしないといけないの？
生徒：取材，どこに書くかの構成，漫画！写真を撮る。
教師： それでは，これからどう進めていくかの編集会議を始
めて下さい。
　この日，すでに悠子は生徒会誌を三年分持参していた。
春貴：何それ？見せて！
浩介：「年輪（生徒会誌の名前）」って何？
春貴：俺らって文化祭だよね。
『Ｃ（Culture）んぶん』編集局　会議のメモ　１
④編集局，調査活動中！（第７時～第８時）
　各自が，休み時間，放課後，休日を利用して，聞きた
い相手にアポイントメントをとり，調査活動を行った。
　悠子は，附属中の先輩である姉にインタビューを行お
うと考えた。「音ドラとは何か」「一番苦労することは何
か」「一番楽しいことは何か」「音ドラについて知って
いて欲しいことは何か」これらのことについてインタ
ビューすることにした。
　浩介は「合唱祭とはどんなものか，どんなことをする
のか」「苦労すること・楽しいこと」「今までの曲」「な
ぜあるのか」「順位はあるのか」を長く附属中学校に在
籍している先生にインタビューしようとした。
  音楽文化と歴史担当の美未は，音楽委員長，文化委員
会担当の先生，近所の先輩，在籍の長い先生にインタ
ビューを行い，文化祭の資料を読もうとしていた。
　文化祭の発表についての担当になった春貴は，文化祭
実行委員長にインタビューしようと考えた。
　そして，
過去の行事
が記録され
たＤＶＤや，
生 徒 会 誌
「年輪」「文
化祭パンフ
レット」を
『Ｃんぶん』
編集局は編
集局内でみてメモをとっていた。
美未：先生，アンケートをとっちゃだめですか？
教師：どうしたの？
悠子： 私たちじゃなくてみんなが何を知りたいと思っている
のかが知りたくなったんです。
教師：そうかぁ。じゃあクラスの中だけで行うのでもいい？
　「文化祭に対する意気込み」と「音ドラについて知り
たいこと」の２項目のアンケートを行った。このとき浩
介は，みんなが「合唱祭について知りたいこと」も項目
に入れて欲しかったのだが，言い出せずにいたようだ。
熱心に資料を読み見る春貴，どんどん情報をまとめてい
く美未と悠子，どう動いていいのか戸惑う浩介の姿が見
られた。
　このように，各編集局で話し合いながら，教師が準備
した昨年の行事の写真データから新聞に使いたいものを
選んだり，自分たちで校内をまわって必要な写真を撮っ
てきたり，学校の年記念誌や過去の先輩がつくった冊
子を図書室に探しに行ったり，職員室の先生にインタ
ビューに行ったり，子どもたちは調査活動を行っていっ
た。
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⑤編集会議，記事の構成って工夫されてるんだ。
（第９時～第11時）　　
教師： インタビューしたことや調査したことをどうまとめた
らいいんだろう。ちょっと考えてみよう。
　　　みんなは中間報告会を嫌だっていったよね。
　　　 だから，今日は先輩のつくった新聞じゃなくて別のも
のを持ってきました。
　　　 これ（地域のフリーペーパー）と，これ（朝日新聞第
１面の印刷したもの）の違いを探そう！
　『Ｃんぶん』編集局内でも話し合いがなされた。
『Ｃ（Culture）んぶん』編集局　会議のメモ　２
　編集局内での話し合いの後，全体での気づきの交流を
行った。
生徒： 政治のことが書いてあるのは新聞，情報誌は店の紹介
とか。
春貴：新聞は大切なところのみ写真。
生徒：雑誌はたくさんの写真が使われている。
生徒：情報誌は横書き，新聞は縦書き。
生徒： 写真は大抵横長だから，縦書きするとスペースが余っ
ちゃう。
生徒：英語がたくさんあるから横書き。
美未：雑誌は若い人対象。新聞はおじいちゃんも対象。
教師：なるほど！読者層を考えているのね。
　　　この新聞記事で一番いいたいことは何？
生徒：口蹄疫！
教師：それはどこから分かるの？赤で○をしてみよう。
　（春貴は，声に出して新聞の口蹄疫の説明を読む。）
生徒：何でそんなに詳しく分かるんだ！？
　子どもたちは写真や横文字等，目立つものには目がいっ
ているが，春貴が，新聞のすみの豆知識の部分を読んで
いることに気づいていない。また，私は子どもたちが横
文字表記から読者層を考えるとは思いもしなかった。
春貴：すみません。囲むんですね。
　（前に出てきて，新聞の豆知識のところを囲む）
生徒：（口蹄疫の記事全体を囲む）
教師：へんてこな記事の形だね。長方形にしたくならない？
生徒：なる。
教師： 鉛筆を持って，読む順番に自分の目の動きを記事の上
で追いかけてみて。
生徒：「ゲーム仕立て小学校教科書」って書いてある。
教師： いびつな形だと，いろいろ目に入って次のものが読み
たくなるね。
生徒：ゲーム好きなのもある。
教師：そうだね。次は，５Ｗ１Ｈを探そう。
生徒：よし！いつ！（新聞の発行日に○を打つ）
生徒：違うよ。記事の中でだよ。
生徒：あー，そうか。
　読者を引きつける見出しの効果や，記事を読ませる工
夫には気づけたようだ。でも，新聞を読んだ経験があま
りない生徒もいることを感じた。
　同じ口蹄疫の記事だが，第25面の記事と，コラムも
見せ，比べてみた。
生徒：こっちは忠富士のことだけ書いてある。
教師： 同じ口蹄疫の記事でも，書き方や記事内容が違うね。
　　　 自分たちの調査で足りないところや，もっと調べたい
ことはありませんか。編集局でもう一度話そう。
　記事内容，新聞の用紙上での記事の割り付けと，記事
を書く担当者を決める。教室においてある様々な新聞や
先輩が書いた新聞を参考に見に来る編集局もある。同じ
テーマのものを見比べながら自分たちの参考になる新聞
を選び分析している。この時点では，もう以前の「真似
してしまうかもしれない」という子どもたち自身の不安
は，子どもたちから伝わってこない。
生徒：先輩の新聞，写真は２枚だけしか使ってない。
生徒： 大切な言葉を強調している。「自主・協同」って12回
も出てきている。
　次の時間までに自分が担当した部分の記事を仕上げ，
紙面上で合わせることにした。浩介は，先輩の新聞か
ら，合唱祭にむけてガイドブックを生徒が作るというこ
とを知り，そのガイドブックを調査するために音楽室等
を探していた。人に尋ねることが苦手な浩介は，資料を
必死で探していた。探す中で音楽委員が連絡用に作った
プリント等いろいろなものを見つけ，それらを使って準
備段階の流れも掴み記事の中でも表現していた。休み時
間にも調査の相談にきていた浩介は，記事が出来上がっ
たとき満足げに出来上がったことを報告に来た。美未た
ちに迷惑をかけたくないという思いがあることを話して
いた。ところが，春貴はすぐ兄にインタビューできると
いうことから記事を作成するのを忘れてしまっていた。
⑥見出しは語る！いよいよ新聞完成。
（第12時～第13時）　　
教師： この前「ゲーム仕立て小学校教科書」の見出しが目に
入ったって言ってたね。「ゲーム」って言葉に惹かれ
たって。
　　　 今日書いてきた記事を合わせた後，みんなどんな見出
しをつけるのかな。
　　　 そこで，３つの見出しから記事内容を予想してみよう。
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どれも本物の新聞のものですよ。
 Ａ「スーパー種牛殺処分　
　　　自慢の息子が…『忠富士』育ての親絶句」
 Ｂ「エース『忠富士』殺処分　
　　　関係者に衝撃広がる」
 Ｃ「エース種牛『忠富士』　無念の死」
春貴： Ａは育ての親にインタビューしたんじゃないかな。Ｃ
は短い言葉でインパクトが強い感じ。Ｂは関係者のイ
ンタビューが載ってると思う。
生徒：Ｃはこれからどうなるかが書いてあると思う。
教師：ちょっと聞きたい！どうしてそう思ったの？
生徒：うーーーん。なんとなくそう思った。
生徒：Ｂも一緒だよ。Ａは違う。
生徒：「無念の死」は他より悲しい感じがする。
生徒： ＡＢは「殺処分」Ｃは「無念の死」人間みたいに扱わ
れている。
生徒：ＡＢは人の視点から，Ｃは牛の視点から書いてある。
生徒：Ａの「自慢の息子」は大切さを表しているよ。
生徒： Ｂの「関係者に広がる」ていうのは「忠富士」のすご
さを感じた。
生徒： Ｃは忠富士の無念さってのもあるけど，地元の宮崎の
人の無念さも入っていると思う。
　見出しの奥深さは分かったが，いざ自分の見出しに活
かすとなると難しいようだった。『Ｃんぶん』編集局は浩
介が「附中の象徴合唱祭」と工夫できたが他は単語で終
わってしまった。そんな中で，『The★部活動』編集局の
ように，「アタックチャンス！」「テーブル上の戦い」「ス
マッシュ決めろ」等，見出しの工夫に知恵を出し合って
いる班も見られた。こうして附属中紹介新聞は完成した。
（3）僕らの新聞への読者の反応を，今後にいかす。
①他社の新聞を読んで，振りかえる。
　読者の反応から学ぶ。
　文化祭で新聞を掲示し，読者の方に感想を記入しても
らおうと用紙を置いたが感想用紙への記入はなかった。
ただ，新聞を小学生が読んでいたり，先輩が懐かしむよ
うに読んでいる姿を見て子どもたちは照れくさそうにし
ていた。新聞作成の過程で子どもたちは「売ることにつ
いて」の興味が減り，調べたり書くことに集中していっ
た。
３　省　察
「書く」活動を通して表現を探究する
　調べたり体験したりしたことを，人に報告する機会は
多い。それらを正確にわかりやすく伝えるためにはどう
すればいいのだろう。
　私たちは，多くの場面で「書く」という活動を行って
いる。それは，考えをまとめるためのものであり，思い
を伝えるためのものであり，学んだことを残し広めるた
めのものであり，自分の学びを振り返るためのものであ
る。ただ単に「書く」だけでもそこには学びがあるのだ
が，書く目的を明確にし，何をどのように書くかを考え，
工夫すると「書く」ことによる学びの質が高まり，思考
の深まりをももたらすと思う。
　本単元は，「小学６年生に附属中学校を紹介する新聞
を発行しよう」という主題を設定し，子どもたちに，新
聞を作成する過程での学びに着眼させたいと考え，４年
前から始めたオリジナルの実践である｡ どんな記事が必
要か，どんな書き方が有効なのか，正確な記事を書くた
めにはどんな調査が必要なのか，編集会議で発見したこ
とを伝え合い，調査したことを説明し，意見交換する中
で，調べたことを正確に伝えられるよう表現を工夫でき
るようにしたいという思いからである。１年目は，はじ
めてということもあり，すべてが子どもたちの調査から
始まった。ところが，２年目３年目と継続するに従って，
先輩の作品を使ってそこから情報を収集する新聞がふえ
てきた。教師の単元デザインと子どもの学びにずれが出
始めてきた。そこで，情報の価値について考え，今年度
は調査活動におけるインタービュー等を大切にし，先輩
の作品から何を学ぶとよいのかも探っていきたいとデザ
インしたのである。
　ところが，編集局が立ち上がり，記事内容が具体的に
絞られ，子どもたちの記事作成のための調査が始まると，
予想外のことが起きた。クラス内で調査内容の途中経過
報告会を開き，各々の班での調査に活かすことができれ
ばよいと授業者は考えたのだが，子どもたちはそれを拒
んだ。「他の班の真似をしてしまいそうだ」というのが
大きな理由であった。自分たちでできるだけやってみた
いという意欲，オリジナルのものを作りたいという思い
からだろう。そこで，子どもたちが調査している内容と
は違うことが書かれている実際の新聞を使って，情報の
取捨選択や，調べたことを伝えるための構成を考えるこ
とを試みた。子どもたちの様子を見ていると，この後，
先輩の書いた「附属中紹介新聞」を見ていても，視点を
持って考えながら見るため「真似をする」という気持ち
ではなく，分析する視点になっていた。
必然性をうむ
　子どもが問いを持ち，それを自分たちで筋道を立て，
意味づけながら解決に向かう過程での必然性。１年生の
コミュニティもできていないこの時期，協働で「 問い
を追究していく」ためには，まず，子どもたち自身が自
分が学んでいく方向を大まかにデザインできる主題と，
ある程度自分たちで判断評価できる内容だといいのでは
ないか。「新聞を発行しよう」という主題は，自分たち
が調査したことを新聞の記事にまとめて表現するとい
う，大まかなデザインを子どもたち自身が描くことがで
きる。その過程で，情報を得るための質問を考えコミュ
ニケーションをとったり，情報を選んだり，調査したこ
とを他者に伝えるための表現を考えたりと，教科を学び
ながら，仲間と協働で価値のある新聞をつくろうと追究
していくことができると考えた。
　最初のウェビングマップで「みんなで」「楽しい」を多
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新聞作成の過程を通して，思いと事実を伝えるための表現を探る授業実践　調べたことが伝わる言葉や方法をコミュニティで探る
用していた美未は，新聞の記事の中でも「みんながみん
な思いを持ってこの文化祭にのぞむはずです。…文化祭
をみんなの力と思いで成功させましょう。」と書いている。
　初め「わからない」と教師に不安を話した浩介は，「僕
たち１年生には初めての文化祭合唱祭なのです。ドキド
キしています。一生懸命練習して，僕の１回目の文化祭
合唱祭を成功させたい。この新聞を読んで，合唱祭のこ
とについて理解してもらえたらうれしい。」と，自分の
理解したことを読み手に分かるように伝えられたかを気
にし，成功させたいという作成過程で感じた自分の意気
込みまでも表現している。さらに浩介は，授業で春貴が
新聞の口蹄疫の豆知識の記載に気づいたことを覚えてい
て，自分の記事の中に豆知識の欄を設けている。「※グ
ロリアＲＶ５８９　第１次世界大戦中に見つかったためにい
つかかれたかは不明である」「※ガイドブック　指揮者・
伴奏者・注意点・さびなどが書いてあるもの」等である。
　その春貴も，感想の中に「少し話はそれますが，新聞
を書くのは大変です。大切なのは締め切りを守ることで
す。…最後に新聞は『書く』といわずに『発行する』と
いうのです。すみませんでした。」と付け足し，記事作
成過程でわき出た疑問も併記している。学びは偶然では
なく必然であることがわかり，連続していることも感じ
る。
　私は，このように，この単元における「教室での学び
の事実」を振り返ったとき，各時間のはじめが私の提案
から始まることが多いことに気づいた。子どもの中から
学びがわき出てきて授業が始まったならもっと意味ある
学びになるはずだ。学びの必然性を生むことは大変だけ
れど，努力していきたい。教師が学ばせたい教科の深ま
りと子どもの学びたくなる筋，両方を追い求めたい。
３年間のカリキュラムの中で
　本校では，各自のテーマに基づいて研究したことを，
国語研究録にまとめる学習を，国語科のカリキュラムの
中心に置いている。テーマに基づいて研究していく中で，
アンケートを採り，インタビューを行い，参考資料から
の読み取りをまとめ，分析を行い，考察としてまとめる。
これらの継続した活動による学びは，学年ごとの３回の
サイクルを通して，徐々に深まっていくことを目指すも
のだ。その国語研究録作成の中で，私たちは，主に４つ
の学びを目指している。それは「追究するテーマそのも
のについての学び」「追究した成果を論理的に書くとい
う学び」「探究方法や探究する力についての学び」「学び
合いによって自らの学びを高めていくという学習方法に
ついての学び」である。
　本単元は，このロングスパンの学びの出発点に位置す
るものである。調査内容を選択し，調査方法を考え，調
べたことを正確にわかりやすく伝えるために編集局の仲
間や学級のみんなで意見を交流し，文章を磨き合う。子
どもたちは，これらの学習から，これからの学びのスタ
イルを知ることになった。
　今回の単元の中に組み込まれた手法の習得は実に様々
である。マッピング，インタビュー，アンケート，グルー
プ化，情報の細分化，１カード１情報，班での話し合い，
見出しの列挙，比較からの学び，振り返り等である。子
どもたちがこれから主体的に学んでいくときに，「今の
学びに役立つ効果的な方法を自分で選べること」は，大
切な学びのひとつであると思う。ただし，私が最も大切
な学びだと思うのは「気づきの視点」を育てるというこ
とだ。ひとつのものを見たとき，どれだけのことをそこ
から気付けるか，国語科においては，この「気づき」こ
そが，学びを広げ深めるための核であると思う。この気
づきを得るために，コミュニケーションを行い，じっく
り考え，自分自身を振り返ることが必要なのだと思う｡
　入学間もないこの時期，コミュニティはまだ出来てお
らず，コミュニケーション活動を通して学ぶことは困難
を伴うものである。でも，気づきの視点はコミュニケー
ション活動を通して磨かれていく。だからこそ，このサ
イクルの形を繰り返し学んでいくことが大切なのだ。協
働探究で体得したこと，気づきを，個人探究の中で生か
したり，個人探究の中での疑問を，協働探究の中で解決
したりすると思う｡ それゆえ，協働探究と個人探究の二
つの学びがカリキュラムの中に並行して描かれ，影響し
合いながら子どもの学びを深く確実なものになるようし
ていきたい。
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図3　『C（Culture）しんぶん』
